
平成27年度千葉県高等学校バスケットボール新人大会　ピリオドスコア　最終日　1月17日

Game 1Q 2Q 3Q 4Q OT Total 備　　考

201 昭和学院 21 20 17 16 74

214 市立船橋 28 8 9 15 60

101 市立船橋 29 22 28 23 102

114 習志野 11 8 6 27 52

201 昭和学院 15 20 31 19 85

252 千葉経大附 8 15 22 7 52

101 市立船橋 13 23 29 19 84

127 柏日体 12 15 13 16 56

Game 1Q 2Q 3Q 4Q OT Total 備　　考

239 幕張総合 8 18 13 21 60

252 千葉経大附 15 11 17 21 64

127 柏日体 14 9 20 15 58

152 八千代松陰 7 17 8 16 48

214 市立船橋 18 16 14 13 61

239 幕張総合 16 10 12 14 52

114 習志野 16 15 24 16 71

152 八千代松陰 24 23 22 15 84
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序盤市立船橋がスピードと３点シュートでリードする
が、第２ピリオドに入り、昭和学院が攻守に高さで
圧倒。＃８赤穂が得点を量産。粘る市立船橋を振り
切り、決勝進出を果たした。

市立船橋が前評判通りの圧倒的な実力を見せつけ
習志野に完勝した。特に堅いディフェンスは圧巻で
あった。

高さに勝る昭和学院がスピードと粘り強く堅いディ
フェンスを武器とする千葉経大附を終始圧倒。安定
したゲームを展開し、５年連続の優勝を果たした。

お互い動きが硬く、なかなかシュートが決まらない
展開が続く。しかし、市立船橋♯5が留学生の柏日
体♯10をしっかりと守ると、リズムが良くなり一気に
点差を広げた。
攻守で柏日体を圧倒した市立船橋が4連覇を果たし
た。

試合開始から千葉経済大附属が速い展開でリード
するが、幕張総合は♯7を中心に逆転する。
しかし、最後は経済大附属の♯4がインサイドで得
点を重ね、再逆転し勝利した。

テムウ゛ィの高さを生かしたバスケットを展開する柏
日体に対して我慢を強いられる八千代松陰。第１ピ
リオド柏日体が先行するが、八千代松陰はミドル
シュートを中心に追撃。我慢をし続け、前半終了間
際に逆転した。後半に入ると柏日体はテムウ゛ィに
ボールを集め、リードをひろげていく。八千代松陰も
プレスをしかけて最後まで粘ったが、柏日体が逃げ
切り決勝に進出した。

一進一退の攻防が続いたが激しいディフェンスから
流れを掴んだ市立船橋が点差で幕張総合を振り切
り、見事3位決定戦を制した。両チームとも下級生が
主体であり今後の成長が楽しみである。

序盤から白熱した互角の展開をみせたが、第１ピリ
オド終盤八千代松陰が徐々に差をひろげていった。
第２ピリオド習志野の猛追撃にも八千代松陰は堅
いディフェンスで追い上げを許さない。後半になって
もお互いに一歩も引かず、一進一退の展開が続く
が、同地区対決を八千代松陰が制した。
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Game 1Q 2Q 3Q 4Q OT Total 備　　考

210 船橋二和 28 24 13 21 86

223 茂原 16 12 20 16 64

107 長生 14 15 17 15 61

126 市立柏 21 27 10 15 73

210 船橋二和 18 14 16 4 52

227 千葉英和 19 24 32 29 104

126 市立柏 7 13 22 15 57

146 幕張総合 18 14 29 11 72

Game 1Q 2Q 3Q 4Q OT Total 備　　考

227 千葉英和 17 22 15 21 75

240 拓大紅陵 24 12 11 9 56

139 東海大浦安 17 18 14 15 64

146 幕張総合 16 21 15 28 80

223 茂原 8 13 14 20 55

240 拓大紅陵 32 27 20 28 107

107 長生 15 10 21 18 64

139 東海大浦安 23 13 20 22 78
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第１ピリオドからBシードの拓大紅陵＃４のミドルシュートと
＃１２の安定した３Pが発揮され３２－８と大量リード。対する
茂原高もベンチの指示や応援に応えようと＃４の３Pや＃５
のステップインシュートなどで必死になって食らいつくが前
半で５９－２１とされてしまう。ノーシードの茂原高は、１年生
主体のチームで今大会３日間で合計６試合をこなした。この
ゲーム経験は必ずや次の大会で活かされるであろう。

　Bシード東海大浦安高はCシード長生高のゾーン
プレスゾーンに攻めあぐむ場面もあったが、高さ、
パワーそして＃４の運動能力を活かした１対１で確
実に得点を重ねて勝利した。長生高は２回戦、３回
戦と接戦をものにし勝ち進み、３日間で６試合をこな
した。今大会、ベスト８入賞した長生高に拍手を送り
たい。

　Bシードを破り、勝ち上がった船橋二和高と1年生
主体の茂原高は第１ピリオドに28得点を挙げた船
橋二和高がリードしたまま逃げ切った。後半に入
り、交代メンバーが少ない茂原高がオールコートプ
レスを試み必死に巻き返しを図る姿はとても印象に
残った。
　Aシード市立柏高とCシード長生高との戦いは高さ
とパワーが勝る市立柏が勝利した。前半４８－２９と
市立柏高がリードするも、長生高はディレートオフェ
ンスや巧みなセットオフェンスから＃４の３Pなどで
応戦する。一時、点差が一桁まで追いつく場面も
あったが市立柏＃４や＃１４が確実にシュートを決
め逃げ切った。最後まで諦めずに戦った長生高に
拍手を贈りたい。
５位決定戦を制したのはAシードの千葉英和高。今年の千
葉英和高は高さは無いものの＃６を始めとするガード陣の
機動力を活かしたゲーム展開をする。対する船橋二和高は
Cシードながらドライブからの合わせのプレーや外角の３Pを
武器に応戦した。船橋二和高は第２ピリオド４３－３２で折り
返すも第３ピリオド残り３分で疲労からか急激に足が止まり
一気に点差が広がってしまった。しかしながら今後の成長
が楽しみなチームだ。
　Cシード幕張総合高は下級生中心ながら前半３２－２０で
Aシード市立柏高にリードで折り返す。市立柏高はセットオ
フェンスからフリーの状態を作り加点、一方幕張総合高は
得意の３Pシュートを簡単には打たせてもらえない。後半に
入り市立柏高が４点差に詰め寄るも、そこから幕張総合高
＃１６の連続３Pが決まり、一気に６１－４２と突き放す。第４
ピリオド市立柏高はゾーンプレスゾーンで巻き返しを図るが
シュート確率の差で幕張総合高が勝利した。

シード権を守り順当に勝ち上がった両チーム。第１
ピリオドは２４－１７と拓大紅陵がリードするも第２ピ
リオドに入り千葉英和が一気に追い上げ千葉英和
＃６の３Pで同点にする。後半に入っても千葉英和
のガード陣の激しいディフェンスと確率の良い外角
シュートで徐々に点差を広げ千葉英和が勝利した。

Cシードからベスト８に返り咲いた幕張総合高とB
シード東海大浦安高のゲームは第４ピリオドの残り
数分まで一進一退の攻防が繰り広げられた。第２ピ
リオド開始２分過ぎまで両チームともにノーゴール
が続いたが、浦安＃７の３Pを皮切りに５本連続３P
での得点の入れ合いとなった。勝負を決定づける
シュートが決まった瞬間の幕張総合高の監督の両
手を挙げてのガッツポーズが印象深かった。


